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小児・周産期災害情報システム
Emergency Medical Information 

System for Pediatrics and Perinatal 
Medicine; EMIS-PPM



広域災害救急医療情報システム
Emergency Medical Information System (EMIS)

Å 災害時に被災した都道府県を越えて医療機関の
稼動状況など災害医療に関わる情報を共有し、
被災地域での迅速且つ適切な医療・救護に関わ
る各種情報を集約・提供することを目的としている。
ï 各都道府県システムにおける全国共通の災害医療情

報の収集

ï 医療機関の災害医療情報を収集、災害時の患者搬送
などの医療体制の確保

ï 東西２センターによる信頼性の高いネットワーク構成

ï 平常時、災害時を問わず、災害救急医療のポータル
サイトの役割

Å 災害時に最新の医療資源情報を関係機関（都道
府県、医療機関、消防等）へ提供

Å 超急性期の診療情報（緊急情報）を即時に集約、
提供

Å 急性期以降の患者受入情報（詳細情報）等を随
時集約、提供

Å ＤＭＡＴ指定医療機関から派遣されるＤＭＡＴの活
動状況の集約、提供



日本産科婦人科学会

「大規模災害対策情報システム」

Å目的：EMISは災害拠点病院を中心とするシステ

ムであり、産科医療現場の状況、特に産科診療
所を含む全分娩取扱医療機関の情報が含まれ
ていない。産科医療現場の状況把握のためには
別にシステムを構築する必要がある。EMISを機
能的に補完することを目的として開発を行った。

Å方法：インターネットを介して、分娩施設の被害
状況・支援ニーズ・応需情報等を共有する。

Å日産婦学会会員全員にアクセス権がある。



災害時の
入り口

平時の
入り口

iphone, スマートフォンからも入力が可能です

どちらかをクリック
してください。

システムの入口は日本産科婦人科学会HP上のバナーです

（注：災害発生時のみ表示）

（注：平時から常時表示）



○○地域で大規模災害が発生しました。
○○地域の産婦人科施設は、被災地の
情報入力をお願いします。

△△、□□地域のMFICU, 大学病院、

総合病院は受入れ側情報の入力をお願
いします。

災害発生時にはシステム
バナーの下に入力をお願いす
る被災地、受入れ側の被災地
外地域が指定表示されます。

これらの入力指定地域は情報
入力お願いします。

（注）：

災害時には指定地域の表示
が遅れる場合がございます。

大規模広域災害の場合には、
地域指定の表示を待たずに
自身の判断でご入力いただ
いて結構です。

システムへ入力を行う地域の指定について



【入力例】入力済みの項目は赤字で表示されます。

施設の損壊：
被災地外施設は入力不要

各項目を順次
選択・入力くだ
さい。

災害時施設 緊急情報 入力画面

連絡手段は、可能なら
複数手段、複数名ご入力
ください。



備考欄：

被災地施設から特に伝えたいこ
とがあればご記載ください

ライフライン項目：
被災地外の施設は入力不要

災害時施設 詳細情報 入力画面



最終更新日時が表
示されます。

災害時には情報の
アップデートは毎日
お願いします。

MFICU以外の施設がご記載ください

搬送受入れ可能な施設の周産期情報 入力画面

どのような特徴の患者を受入れが可能か？
受入れ可能なベット数をご記載ください。

受入れ可能な患者の特徴など
あればご自由にご記載ください。
（例：胎児心奇形受入れ可能etc)



上の地図では総合周産期母子センター（青ピン）に該当する施設が表示されています。
各ピンをクリックすることで、表示施設のカテゴリーを切り替えが可能です。

分娩可能な施設のみが
掲示されます

マークをクリックすると
入力された各施設の
情報が表示されます

入力情報の参照・検索画面 （マップから）

入力された情報は
マップ上に表示

されます

全施設が表示されます



大規模災害発生

被災地施設

災害時施設
情報を入力

被災地外施設

日産婦HPから
システムにアクセス

同じ地域の産婦
人科基幹施設に
電話連絡(FAX)

被災情報の
代行入力

を依頼

インターネット

利用可能利用不可
日産婦HPの被災地外施設

入力指定地域を確認

入力指定地域

＊システムの中で
「被災地の施設」

「被災地外の施設」を選択
して各項目を入力。



日本産科婦人科学会「大規模災害対策情報システ
ム」を元にした「小児・周産期災害情報システム

EMIS-PPM」の開発

Å平成29年度
ïアクセス権：
Å日産婦学会会員限定であったものを拡大していく。

ïҦ新生児科医：日本周産期・新生児医学会会員専用HPより自由にアクセス可
能とするҦシステム改修終了

ïҦ小児科医：検討中
ïҦ個別にID、パスワードを提供（実施中）

» 災害時小児周産期リエゾン
» 都道府県災害担当者
» 都道府県産科婦人科学会事務局

ï新生児関連情報の充実：検討中Ҧ今年度中に実装予定
ï小児医療関連情報の追加：専用掲示板の開発中

Å平成30年度
ïEMISとの連携：
ÅEMIS側から日産婦システム内情報を「参照」できるようにする方向で交

渉中



「地域周産期医療の事業継続計画（BCP）」の策定

東京都「大規模地震発生時における災害拠点病院の
事業継続計画（ＢＣＰ）策定ガイドライン」より引用

一般的なBCPの概念



表 地域周産期医療 事業継続計画（BCP)策定の進め方

1 全体の枠組みの設定

検討主体：都道府県防災会議・周産期医療協議会等

被害想定：発災後の社会インフラの機能停止の程度・時間経過に応じた機能回復
の程度・避難所の数と配置
域外の搬送先・搬送手段

2
平時及び災害時の地
域周産期医療需要の
精査

在宅妊産婦数
分娩者数（経腟分娩・帝切）
入院管理妊婦数
新規発生患者数（合併症妊婦・病的新生児）
平時・災害時の産科必要病床数の算定
災害時妊婦健診需要の算定

3
地域周産期医療資源
の精査

災害時の地域全分娩施設の診療継続能力

電力・ガス・水道・下水・通信・物流（食糧・飲料水・医療機材（滅菌材料を含む）・
医薬品等）等の社会インフラ機能停止時の対応
地域の分娩施設の医師・助産師・看護師・スタッフの確保能力

4
災害時地域周産期医
療人材データベース
の作成

分娩継続施設・妊婦健診継続施設での業務参画可能な人材の登録
避難所等における妊婦健診を担当できる医師助産師等の人材の登録

5
災害時の情報収集・
伝達・共有の方法の
検討

各施設の被害・稼働状況の把握の方法
災害医療コーディネータ及び災害対策本部への情報提供の方法
被災現場の医療機関及び被災者へ情報提供の方法

6
上記諸データに基づ
くBCPの策定

発災後のフェースごとの分娩継続施設・妊婦健診継続施設の対応能力と周産期医
療需要との関係を明示する。ミスマッチを想定必要域外搬送数・必要産婦人科医師
数／助産師数等によって数値化する。



地域周産期医療事業継続計画

と

Ｃｈ

一般の産科施設

総合周産期母子医療センター・地
域周産期母子医療センター・その
他の基幹的分娩取扱医療機関

都道府県

周産期医療協議会等

都道府県災害医療計画

地域周産期医療事業継続計画

都道府県の災害医療計画との整合性を確保し、災害医療分野との
連携の上、策定する。



災害急性期の周産期医療体制

都道府県
DMAT調整本部・医療救護本部

災害時小児周産
期リエゾン

周産期医療ブロック
コマンダー
情報担当

周産期医療ブロック
コマンダー
情報担当

周産期医療ブロック
コマンダー
情報担当

域
外
支
援
組
織

地域周産期医療機関・分娩施設等



地域周産期医療事業継続計画策定
における留意点〔案〕・概要

Å可能な限り平時の周産期医療システムを活用する。
Å地域の防災計画等との整合性を確保する。
Å事前検討事項
ï災害時周産期医療ブロック（仮称）の設定

ï分娩取扱医療機関の診療継続能力・地域周産期医療資
源の調査・把握・情報共有
ï要員の養成・確保：都道府県レベル及びブロックレベル
Å災害時小児周産期リエゾン
Å周産期医療ブロックコマンダー
Å周産期医療ブロック情報担当

ï情報収集手段・通信手段の確保・共有
ï搬送手段

ï地域の分娩受け入れに関する基本方針：人員及び物資
確保の方法


